
令和８年度 佐世保商業高等学校 経営方針 

 

 

【校訓】 

  吾人をして最も善良なる生徒たらしめよ 

  開拓者の精神を発揮すべし 

 

【教育目標】 

  青年を大人へ、さらには紳士・淑女へとの理念のもと「生きる力」を身に付けさせ、地域社会に貢献で

きる人材を育成する。 

 

【経営方針】 

  専門教育における新しい取組や新技術の導入を積極的に推進するなど、商業教育の拠点校および外国語

教育の先進校としての責務を果たし、地域ひいては長崎県内で存在価値のある佐商づくりをおこなう。 

 

【目指す学校像】 

 １ 明るく元気な佐商 

 ２ 進路保障のできる佐商 

 ３ 地域に貢献できる佐商 

 ４ 規律ある佐商 

 ５ 確かな学力を持った佐商 

 ６ 部活動が活発な佐商 

 

【本年度の重点目標】 

 １ 望ましい人格の形成 

・ 基本的な生活習慣を身につけ、個人として集団として節度のある生活態度を確立する。 

・ 世界の動向を考察できる広い視野を育成し、国際理解・親善友好に努める。 

・ 健康の保持・増進に努めて、心身を錬磨し、健全でたくましい行動力を養う。 

・ 自他の生命と人権を尊重し、いじめや差別のない、思いやりのある態度を養う。 

 

 ２ 学力の充実・向上及び進路実現の支援 

・ 日々の授業を通じて知的な活動を活性化し、生徒が自ら意欲的に学習に取り組む態度を養う。 

・ 教養と基礎学力を土台とし、専門的な知識・技能の習得や、上級資格の取得を積極的に後押しし、

自己教育力を高める。 

・ 早期からの意識啓発と、一人一人の適性を見極めたきめ細かな指導により、大学・企業見学なども

通じてミスマッチのない進路指導を行う。 

 

 ３ 特別活動や部活動の活性化 

・ 文化祭や体育祭等の学校行事を通して協力し合う心や責任感を育むとともに、生徒の自主的・自発

的な活動を推進する。 

・ 部活動の指導においては、心身の発達に応じた科学的な手法を取り入れ、実践力の向上とチャレン

ジ精神や思いやりの心を涵養し、生徒の健やかな成長を図る。 

 



 

４ 保護者・地域との連携と情報発信 

・ 各種メディアや広報誌（葉商・佐商だより・さくら坂）、学校説明会や一日体験入学を通して、学校

の情報を積極的に発信し、保護者や地域社会との連携を密にし、本校への理解と協力を得て教育機

能の充実を図る。 

・ ボランティア活動や地域行事に参加するなど、地域との交流を深めるとともに地域社会との連携・

協働を推進する。 

 

５ 教職員の資質・組織力の向上 

・ 公開授業や研究授業を実施し、教科指導力の向上を図るとともに、一人一台端末を効果的に活用で

きるためのスキルを向上させるなど、職員研修を積極的に実施する。 

・ 学校行事の精選や文書事務の簡略化など、業務の改善や効率化を図るとともに、勤務時間の短縮を

推進し心身ともに健康で働きやすい職場環境づくりを推進する。 

・ 生徒が安全で安心して学校生活を送るために、教職員間ならびに関係機関との情報の共有化を図

り、組織として対応できる体制（組織力）の向上に努める。 

 

 

【生徒の努力目標】 

１  果敢に挑戦しよう 

      自らの手で調べ、自らの頭で考えるように努める。 

        知・・・自己に厳しく、学び続ける生徒へ 

２  明るいあいさつとマナーを身に付けよう 

     将来の社会人としての基本的生活習慣を身に付けるように努める。 

        徳・・・いじめを許さず、心豊かで思いやりのある生徒へ 

３  心身を共に鍛えよう 

     部活動や学校行事に積極的に参加するように努める。 

        体・・・心身ともに健康で諸活動に積極的に取り組む生徒へ 

 

 

【学校スローガン】 

 

 「 Challenge ＆ Smile ！ 」 


